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３学期制への移行のなかで、従来のように、長期休業の前に評価が出されるようになった。そして、それ
に基づいて、学力的な面と学校生活に関わる部分を合わせて懇談会で話し合える機会を持てるようにな
り、夏季及び冬季休業のすごし方等について、具体的に話し合えるようになったことはよかったのではな
いか。
部活動について、外部指導も含めて充実をお願いしたい。

その他のご意見

学校行事以外でも各種ボラン
ティア活動への積極的な活動を
期待したい。
５年間にわたって取り組んでき
た「水軒浜の松の植樹事業」が
くぎりを迎えましたが、除草作
業等の管理作業や、他の地域へ
の活動場所の拡大や地域防災の
取り組みなど、検討していく必
要がある。

生徒会･浜友会のあいさつ運動
も定着し元気に挨拶してくれる
ようになってきた。
教職員と生徒及び生徒相互のコ
ミュニケーションを活発にし
て、孤立する生徒や悩みを抱え
込んでしまう生徒がないよう
に、日常の活動の中で意識して
取り組んでほしい。

引きつづき、不登校傾向にある
生徒に対する対応･対策の充実
を考えていく。
様々な生徒に対する個別対応に
ついて、限られた教員数ではあ
りますが、今後とも粘り強くお
願いしたい。

今年度、３学期制へと移行する
なかで、限られた活動時間を有
効に使って、それぞれの学年に
見合ったものを、系統だって進
めていけるように、全体像を描
いていく必要がある。

生徒会のスローガンである「笑
顔いっぱい、優しさいっぱい、
楽しさいっぱいの西中に」を、
全校生徒のなかに根付かせてい
く場をいかに多く持つようにし
ていくかを考えていくことを望
んでいる。

基礎的な学力が十分身について
いない生徒に対する日頃からの
声かけや補充的な学習のさらな
る充実を進めていく必要があ
る。

学校の自己評価についてのご意見

水軒浜の松の植栽活動、サマー
フェスティバル、文化祭、吹奏
楽コンサートなど地域とともに
積極的に活動できている。

目標は適切である。 目標は適切である。

生徒会を中心にした取り組み
や、水軒浜の松の植栽活動･職
場体験等市民性を育てる活動は
よく頑張っているのではない
か。

全体的によいと思われる

「創造力に富んだ心豊かでたくましい生徒の育成」   「自ら学び、ともに生きる」
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ゆたかな心 確かな学力

浜友会を中心に、共育コミュニ
ティ事業を推進しており、目標
は適切である。

開かれた学校


